
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告

示

�
有
害
図
書
の
指
定

（
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課
）

一

�
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定

（
障
害
福
祉
課
）

二

�
道
路
の
供
用
開
始

（
道

路

課
）

�
道
路
の
区
域
変
更
及
び
供
用
開
始

（

〃

）

�
昭
和
五
十
四
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号
（
指
定
代
理
金
融
機
関
及
び
収
納
代
理
金

融
機
関
が
取
り
扱
う
事
務
並
び
に
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
及
び
位
置
等
）
の
一
部
改
正

（
審

査

課
）

三

公

告

�
肥
料
の
登
録

（
農
業
経
営
課
）

�
平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
香
川
県
公
告
（
指
定
管
理
者
の
募
集
）
の
一
部
訂
正

（
教
育
委
員
会
）

監
査
委
員
公
表

�
監
査
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
公
表

�
監
査
結
果
の
公
表
（
三
件
）

四

●
香
川
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
条
例
第
二
十
二
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
図
書
を
青
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第６１号

平 成１８年

８月４日（金曜日）

指
定
理
由

内
容
が
著

し
く
性
的

感
情
を
刺

激
し
、
又

は
甚
だ
し

く
粗
暴
性

を
助
長
す

る
等
青
少

年
の
福
祉

を
阻
害
す

る
お
そ
れ

が
あ
る
。

発
行
所
名

曙
出
版
�

〃〃

�
コ
ア
マ
ガ

ジ
ン

〃〃

�
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
ズ〃〃

�
ジ
ー
オ
ー

テ
ィ
ー〃

�
一
水
社

�
宙
出
版

�
笠
倉
出
版

社

雑
誌
コ
ー
ド

０６４８１
－
０８

０６４８２
－
０８

０３９４７
－
０８

０８１６９
－
０８

１８２９５
－
０８

１１５３７
－
０８

０４０３９
－
０８

１４０７７
－
８

１４００３
－
０８

１１６１８
－
０８

０７６７９
－
８

１３７７８
－
８

０９６７１
－
０８

１５５５８
－
８

図
書

名

D
VD
D
O
K
AN

８
月
号

爆
写
本
当
に
あ
っ
た
秘
密
の
話

VO
L.１６

D
VD
D
O
K
AN
8
月
号
増
刊

C
O
M
IC
D
VD
D
O
K
AN８
月
号

ホ
イ
ッ
プ

８
月
号（
Ｎ
o．７９

）

漫
画

ば
ん
が
い
ち

８
月
号
（
通
巻
第
１９５
号
）

＠
B
U
N
TA
８
月
号
（
通
巻
第
６１
号
）

ザ
・
ベ
ス
ト
O
RIG
IN
AL

８
月
号
（
N
U
M
B
ER－

１０４
）

ザ
・
ベ
ス
ト
M
AG
AZIN

E
Special

８
月
号
（
N
O
－
１５７
）

ザ
・
ベ
ス
ト
M
AG
AZIN

E
８
月
号
（
N
U
M
B
ER－

２６７
）

Ｓ
１
ガ
ー
ル
ズ

VO
L．２

e
onna８

月
号
増
刊

ビ
デ
オ
ボ
ー
イ
８
月
号
（
Ｎ
o．２６８

）

ハ
ッ
ス
ル
EX

VO
L．４

コ
ミ
ッ
ク
Ｍ
ate

８
月
号
増
刊

Special
AYA

８
月
号
（
第
８
巻
第
８
号
）

ヒ
ミ
ツ
の
恋

SPEC
IAL

絶
対
恋
愛
Sw
eet８

月
号
増
刊

種
別

雑
誌〃

コミック
誌雑
誌

コミック
誌雑
誌〃〃〃〃〃〃

コミック
誌〃

指
定

年
月
日

平成十八年七月二十八日

指
定

番
号

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

告

示

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）

一



●
香
川
県
告
示
第
五
百
三
十
九
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
八
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
五
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

県
道
（
一
般
）

二

路

線

名

志
度
小
田
津
田
線
（
百
三
十
六
号
）

三

道
路
の
区
域

四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
八
月
四
日

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
道
路
の
区
域
を
次

の
よ
う
に
変
更
し
、
併
せ
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
道
路
の
区
域
と
な
っ
た
道
路
の
部
分

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
八
月
四
日
か
ら
同
月
二
十
五
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

道
路
の
種
類

国
道
（
一
般
）

二

路

線

名

三
百
七
十
七
号

三

道
路
の
区
域

指
定
事
業
所

番

号

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
〇
〇
〇
三

一
〇
一
五
一
一

二
三

あ
い
う
え
お
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

坂
出
市
府
中
町
五
六

七
五
番
地
一
八

有
限
会
社
あ
い
う
え

お坂
出
市
府
中
町
五
六

七
五
番
地
一
八

平
成
十
八
年

七
月
二
十
日

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
障
害
児
）

区

間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

さ
ぬ
き
市
鴨
庄
字
神
明
谷
四
三
二
五
番
三
地
先
か

らさ
ぬ
き
市
鴨
庄
字
野
田
四
一
八
八
番
二
地
先
ま
で

一
一
・
一

〜
一
八
・
八

三
一
〇

平
成
十
五
年

香
川
県
告
示

第
百
七
十
三

号
で
変
更
し

た
区
域

区

間

変

更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

辰
巳
出
版
�

�
日
生
堂

�
バ
ウ
ハ
ウ

スミ
リ
オ
ン
出

版
�

雄
出
版
�

ワ
イ
レ
ア
出

版
�

若
生
出
版
�

１７９９９
－
８

１８０１６
－
８

０８８４２
－
０８

０１８５１
－
０８

０５２６６
－
７

０３３００
－
０８

０２５９２
－
８

C
O
M
IC

ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ

８
月
号
（
Ｖ
ol．２４０

）

PASTEL
萌

VO
L．０１

ペ
あ
マ
ガ
ジ
ン
８
月
号
増
刊

暴
走
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
素
人
Ａ

VO
L．２７

若
妻
８
月
号
増
刊

U
REC
C
O

８
月
号
（
通
巻
第
２６１
号
）

美
熟
婦
人
画
報

７
月
号

G
－
m
en７

月
号
増
刊

M
uku!
VO
L．８

ク
リ
ー
ム
８
/５
号
増
刊

C
O
M
IC

プ
ル
メ
ロ

８
月
号
（
VO
L．１
）

カ
ル
ビ
PO
W
ER８

月
号
増
刊

〃雑
誌〃〃〃〃

コミック
誌

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５ 香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）

二



四

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
八
年
八
月
四
日

●
香
川
県
告
示
第
五
百
四
十
二
号

昭
和
五
十
四
年
香
川
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号
（
指
定
代
理
金
融
機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
が
取

り
扱
う
事
務
並
び
に
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
及
び
位
置
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十

八
年
八
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

三

収
納
代
理
金
融
機
関

２

収
納
代
理
金
融
機
関
の
名
称
並
び
に
店
舗
の
名
称
及
び
位
置
の
表
株

「

式
会
社
中
国
銀
行
の
項
中

「
を

」

に
改
め
る
。

」

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
を
登
録
し

た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
香
川
県
公
告
（
指
定
管
理
者
の
募
集
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
四
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

四
中
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
三
年
間
）
」
を
「
平
成
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
（
五
年
間
）
」
に
改
め
る
。

東
か
が
わ
市
五
名
字
中
屋
敷
八
三
〇
番

三
地
先
か
ら

東
か
が
わ
市
五
名
字
尾
鼻
一
二
〇
九
番

八
地
先
ま
で

前

九
・
五

〜
一
八
・
五

六
六

土
地
改
良
法

に
基
づ
く
事

業
地
へ
の
地

区
編
入
に
伴

う
現
道
編
入

後

九
・
五

〜
一
八
・
五

六
六

二
・
三

〜
一
一
・
五

一
五
四

高
松
東
支
店

高
松
市

屋

島

支

店

高
松
市

公

告

登
録
番
号

肥
料
の

種

類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量

（
％
）

そ
の
他
の
規

格

生
産
業
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住

所

登
録
の

有
効
期

限

香
川
県
第

七
四
〇
号

副
産
石

灰
肥
料

サ
ン
粉
末
カ

キ
副
産
石
灰

ア
ル
カ
リ
分

四
〇
・
〇

含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成

分
の
最
大
量

は
、
公
定
規

格
の
と
お
り

株
式
会
社
サ
ン
横

川香
川
県
高
松
市
塩

江
町
安
原
上
一
三

五
六

平
成
二

十
一
年

七
月
二

十
日

監
査
委
員
公
表

措
置
の
状
況

監
査
結
果
（
対
象
機
関
）

高
松
東
支
店

高
松
市

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
９
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
１２
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

又
は
監
査
の
結
果
を
参
考
と
し
て
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１８
年
８
月
４
日

香
川
県
監
査
委
員

石
川

豊

同
辻

村
修

同
石

川
�

治

同
野

田
峻

司

１
監
査
対
象
部
局

商
工
労
働
部

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１７
年
度

３
措
置
の
状
況

香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）

三



支
給
割
合
を
誤
っ
て
い
た
超
過
勤
務

手
当
に
つ
い
て
、
４
月
分
の
給
料
か
ら

相
殺
の
う
え
返
納
さ
せ
た
。

ア
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
当
た
り
、

支
給
割
合
を
誤
っ
て
い
る
の
で
、
正

当
額
と
の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
（
観
光
交
流
局
）

指
導
注
意
事
項

職
員
課
（
健
康
管
理
室
）

平
成
１８
年
６
月
１３
日

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

〃

青
年
セ
ン
タ
ー

〃

総
務
学
事
課

平
成
１８
年
６
月
１４
日

文
書
館

平
成
１８
年
６
月
１６
日

４
監
査
の
結
果

財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
他
の
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
、
関
係
機
関
に
口
頭
に
よ
り
指
導
を
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
、
厳
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
留
意
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

�
指
摘
事
項

該
当
事
項
な
し

�
指
導
注
意
事
項

ア
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
当
た
り
、
誤
っ
て
支
給
し
た
た
め
、
支
給
し
た
相
当
額
を
返
納
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
（
税
務
課
、
秘
書
課
）

イ
賃
金
の
支
給
に
つ
い
て

臨
時
職
員
の
期
末
賃
金
の
支
給
に
当
た
り
、
支
給
割
合
を
誤
っ
て
算
定
し
た
た
め
、
正
当
額
と

の
差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
（
西
讃
県
税
事
務
所
）

�
検
討
指
示
事
項

県
税
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

県
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
強
制
徴
収
の
強
化
や
滞
納
整
理
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
積
極
的
な

徴
収
に
努
め
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
多
額
の
収
入
未
済
額
が
あ
り
、
引
き
続
き
効
果
的
な
徴
収

確
保
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
（
税
務
課
）

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
１１
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１８
年
８
月
４
日

香
川
県
監
査
委
員

石
川

豊

同
辻

村
修

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
１０
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１８
年
８
月
４
日

香
川
県
監
査
委
員

石
川

豊

同
辻

村
修

同
石

川
�

治

同
野

田
峻

司

１
監
査
対
象
部
局

総
務
部

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１７
年
度

３
監
査
の
概
要

監
査
対
象
機
関

監
査
年
月
日

中
讃
県
税
事
務
所

平
成
１８
年
４
月
１８
日

東
讃
県
税
事
務
所

平
成
１８
年
４
月
２０
日

西
讃
県
税
事
務
所

平
成
１８
年
４
月
２６
日

人
事
・
行
革
課

平
成
１８
年
６
月
６
日

自
治
研
修
所

〃

統
計
調
査
課

平
成
１８
年
６
月
７
日

国
際
課
（
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

〃

秘
書
課

〃

危
機
管
理
課

平
成
１８
年
６
月
１２
日

消
防
学
校

〃

法
務
文
書
課

〃

税
務
課

〃

香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）

四



同
石

川
�

治

同
野

田
峻

司

１
監
査
対
象
部
局

環
境
森
林
部

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１７
年
度

３
監
査
の
概
要

監
査
対
象
機
関

監
査
年
月
日

環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成
１８
年
４
月
２０
日

直
島
環
境
セ
ン
タ
ー

平
成
１８
年
４
月
２１
日

環
境
・
水
政
策
課

平
成
１８
年
５
月
１２
日

環
境
管
理
課

〃

み
ど
り
保
全
課

〃

み
ど
り
整
備
課

平
成
１８
年
５
月
１７
日

廃
棄
物
対
策
課

〃

森
林
セ
ン
タ
ー

〃

西
部
林
業
事
務
所

平
成
１８
年
６
月
１６
日

４
監
査
の
結
果

財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
指
摘
事
項
、
指
導
注
意
事
項
及
び
検
討
指
示
事
項
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

な
お
、
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
関
係
機
関
に
口
頭
に
よ
り
指
導
を
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
、
厳
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
留
意
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

�
指
摘
事
項

該
当
事
項
な
し

�
指
導
注
意
事
項

該
当
事
項
な
し

�
検
討
指
示
事
項

該
当
事
項
な
し

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
１２
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１８
年
８
月
４
日

香
川
県
監
査
委
員

石
川

豊

同
辻

村
修

同
石

川
�

治

同
野

田
峻

司

１
監
査
対
象
部
局

健
康
福
祉
部
（
病
院
事
業
会
計
を
除
く
）

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１７
年
度

３
監
査
の
概
要

監
査
対
象
機
関

監
査
年
月
日

食
肉
衛
生
検
査
所

平
成
１８
年
４
月
１８
日

東
讃
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
１８
年
４
月
１９
日

中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

〃

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
１８
年
４
月
２０
日

保
健
医
療
大
学

平
成
１８
年
４
月
２１
日

医
療
短
期
大
学

〃

子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

平
成
１８
年
４
月
２４
日

知
的
障
害
者
相
談
所

〃

身
体
障
害
者
相
談
所

〃

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
１８
年
４
月
２６
日

障
害
福
祉
課

平
成
１８
年
５
月
８
日

医
務
国
保
課

〃

生
活
衛
生
課

〃

子
育
て
支
援
課

平
成
１８
年
５
月
９
日

薬
務
感
染
症
対
策
課

〃

県
立
病
院
課

〃

健
康
福
祉
総
務
課

平
成
１８
年
５
月
１１
日

長
寿
社
会
対
策
課

〃

保
育
専
門
学
院

平
成
１８
年
７
月
１４
日

斯
道
学
園

〃

香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）

五
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川
部
み
ど
り
園

〃

４
監
査
の
結
果

財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
他
の
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
、
関
係
機
関
に
口
頭
に
よ
り
指
導
を
行
っ
た
。

予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
、
厳
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
留
意
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

�
指
摘
事
項

該
当
事
項
な
し

�
指
導
注
意
事
項

該
当
事
項
な
し

�
検
討
指
示
事
項

健
康
生
き
が
い
中
核
施
設
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

健
康
生
き
が
い
中
核
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
１０
年
度
か
ら
各
圏
域
ご
と
に
順
次
整
備
し
、
指

定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
施
設
の
管
理
に
か
か
る
改
修
・
修
繕
等

の
将
来
的
な
財
政
負
担
の
あ
り
方
を
含
め
、
今
後
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、
早
期
に
適
切
な
対

応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
（
長
寿
社
会
対
策
課
）

平
成
十
八
年
八
月
四
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
八
月
四
日

（
第
九
三
六
〇
号
）
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